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「ジャポニスム×ファッション」
ボストン美術館の至宝であるクロードモネの「ラジャポネーズ」は1年以上の大修復
を終えて色鮮やかによみがえり，世田谷美術館において「ボストン美術館 華麗なるジャポ
ニスム展」として6月28日から世界初公開されます。この絵画はカミーユ夫人が真紅の打
掛を羽織り，扇子を持ってポーズをとっているもので，額装すると3m以上の大作のよう
です。打掛の裾模様には，まさに今，刀を抜こうとしている青い着物の武者の凜々しい姿が
切付刺のように描かれています。この絵画の中の打掛は，主催者により3ヶ月かけて美術
展の目玉として再現制作されました。今年3月20日，日本外国特派員協会における記者発
表会で環境デザイン学科の学生がこれを着用し，その姿がメディアに発信されました。カミ
ーユ夫人と同じポーズをとって撮影が行われましたが，打掛は美術館来場者の試着を前提と
して制作されているためか，素材感，質感は絵画にはおよびません。また衣装の広い部分を
機械刺をしているためか，ボリュームとはりが出てしまい，からだにフィットしていない
のが少々残念ですが，絵画では見えないところまでも大胆に表現されています。
このジャポニスム展の会期中，世田谷美術館や世田谷区内において様々な企画が行われる
ようです。環境デザイン学科では，服飾デザインマネジメントコースの4年生の有志が世田
谷美術館の講堂で7月6日にファッションショーを開催します。ファッションショーのテー
マは「ジャポニスム×ファッション」，現代の学生が考えるジャポニスムを表現していきます。
今回は初めての学外での公演となるため，舞台や音響照明などの演出は，大学で行ってい
るようにはなかなかできませんが，制約された条件の中でいかに最高のショーに仕上げられ
るのか，学生たちは公演に向けて毎日熱心に準備を進めています。
環境デザイン学科では，この他にもDP総合演習などの授業や学寮研修において，グルー
プワークに力を入れています。今年度のDP総合演習のプロジェクト数は16，履修者の合計
は昨年よりも多い286名となっており，この科目の面白さが学生にだんだん浸透しているよ
うです。プロジェクトのいくつかをご紹介すると「1/1ワークショップ プロジェクト2014」，
「ファッションショーの演出広報」，「美術館展覧会関連プロデュース」，「新潟村上プロジ
ェクト」，「まちおこし応援プロジェクト 三軒茶屋」，「名作住宅模型を美術館に展示しよう！」，
「チェンジ「渋谷のイメージ」Ⅴ」，「渋谷芸術祭2014」などなど。これらは地域との連携も
多く，本学科ならではのプロジェクトです。こうしたグループワークは，学年を超え，コー
スを超えて活動を行うため，社会人基礎力の一つであるコミュニケーション力を必ず高める
ことができるでしょう。また教室そしてキャンパスから飛び出し，地域社会の方とつなが
ることにより，日頃の勉学の成果を実践力として高めることができると確信しています。こ
れからも学生および教員双方の積極的な活動を期待しています。
本紀要には，環境デザイン学科に所属している教員の研究成果として研究論文2報，研究
ノート1報，そしてデザインノート2報を掲載しております。昨年度，本学科では178名の
学生が，元気に学び舎を巣立っていきました。その卒業生全員の卒業研究のテーマを巻末に
記載しています。また本学科の特徴的なカリキュラムの一つであるデザイン計画特講の講師
一覧も掲載していますので，併せてご覧いただければ幸いです。
（環境デザイン学科長 角田由美子）
